
世の中の変化は大きなうねりとなって私たちを巻き込み、コロナ禍がこれを加速させました。また、地

球環境問題のように、対応の先送りの許されない中長期の課題も増えています。このような中にあって、

明電グループとしてどのように事業を展開していくか、という点について、社内で様々な議論を行ってき

ました。

まず、自然と人が共存し、人々がそれぞれの幸せを追求できる世の中を明電グループとしても目指した

い。そうした背景から、目指す社会を３つにまとめました。

「ありたい姿・ビジョン」の実現には、私たち自身の様々な変革が必要不可欠です。現在私たちが直面

する課題は、社会構造の変化や、顕在化する社会課題への対応であり、「主体性」を持って志を同じくす

る仲間を巻き込みながら挑戦することが極めて重要です。だからこそ、創業者 重宗芳水が明電舎を設立

したときに持っていた「社会貢献」「イノベーション精神」、その後120年以上にわたって社会インフラを

支えてきた、お客様への「誠実な姿勢」「責任感」といったDNAを思い起こし、そして拡張・強化してい

くことで、新しい社会づくりに挑む、魅力ある企業・組織でありたいと考えています。

また併せて、「ありたい姿・ビジョン」を達成するために、人々の幸せと持続可能な地球環境を実現する

「サステナビリティ・パートナー」として、私たちの具体的な姿・役割を表現しました。

この「サステナビリティ・パートナー」には２つの意味を込めています。一つは、持続可能な地球環境

を実現する社会の一員としてのパートナー、もう一つは従業員や株主・投資家、お客様など、様々なス

テークホルダーにとってのサステナビリティを実現する伴走役としてのパートナーという役割です。

お客様の抱える課題の解決に貢献し持続可能な社会の実現を支援すると同時に、自分たちも持続可能な

社会を構成する一企業としての責任を果たしていく。これこそが私たちが掲げる「サステナビリティ・
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パートナー」としての役割となります。

私は明電グループの従業員一人ひとりがお客様の課題に真摯に向き合い、「社会インフラを支えている」

「社会の役に立っている」という誇りを持って働いてくれていると自負しています。

明電グループはこれからも、より豊かで住みよい未来社会の実現に貢献するため、当社のDNAともいえ

る社会貢献と誠実な姿勢を維持しながら、今後、100年、200年と社会インフラを支えていける企業であ

り続け、新たな価値の創造に積極果敢にチャレンジし続けます。
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